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Formation,Acta Histochem

Cytochem.35（2）：113-118,2002

植田　耕一郎

総説　脳血管障害患者に対する補綴治療

日本老年歯科医学会雑誌. 16（3）：320-326, 2002

豊里　晃，松井　宏，越渡　詠美子，田中　裕，瀬尾憲

司，染矢源治

ラセン入気管チューブの抜管が困難であった１症例

日歯麻誌. 30（3）：356-357，2002

豊里　晃，植田　耕一郎，野村　修一

介護施設における摂食・嚥下機能評価および訓練へのビ

デオ内視鏡の応用

障歯誌. 23（2）：181-184, 2002

杉田　佳織，紋谷　光徳，浅妻　真澄，加藤　直子，

五十嵐　敦子，野村　修一

味覚外来における味覚障害患者における臨床統計的検討

新潟歯学会誌.32（1）：19-25, 2002

加藤　直子，五十嵐　敦子，野村　修一

老年社会学の歯学部教育への導入（第２報）

日本歯科医学教育学会雑誌.18（1）：125-130, 2002

五十嵐 敦子，加藤 直子，野村 修一

老年社会学の歯学部教育への導入（第１報）

日本歯科医学教育学会雑誌.18（1）：120-124, 2002

浅妻　真澄，渡部　守，五十嵐　敦子，加藤　直子，

野村　修一

プライマリーシェーグレン症候群患者の唾液中における

TIMP-１，２およびMMP-９量の検討

日本味と匂い学会誌.９（3）：599-600, 2002

【著書】

植田　耕一郎

2003今日の治療指針

医学書院，東京

1023-1024, 2002

加藤　武彦，植田　耕一郎

口から食べることへの支援

環境新聞社, 東京

110-124, 2002

湯本　英二，植田　耕一郎

長崎，2002年10月18日，歯科放射線，42（増刊号）：

34，2002．

23）林　孝文，平　周三，勝良剛詞，新垣　晋，星名秀

行：頸部リンパ節転移の画像診断精度－特にN0舌

癌の後発頸部リンパ節転移の検出について－．第43

回日本歯科放射線学会総会・Workshop IX，長崎，

2002年10月18日，歯科放射線，42（増刊号）：34，

2002．

24）勝良剛詞，林　孝文，平　周三，益子典子，小林富

貴子，中島俊一：放射線骨壊死の危険因子－口腔管

理の必要性－．第43回日本歯科放射線学会総会，長

崎，2002年10月18日，歯科放射線，42（増刊号）：76，

2002．

25）奈良井省太，福田純一，高木律男，小野和宏，星名

秀行，藤田　一，長島克弘，平　周三，丸山　智，

朔　敬：石灰化歯原性嚢胞５例の臨床病理学的検

討．平成14年度新潟歯学会第２回例会，新潟，2002

年11月９日，新潟歯学会誌，32（2）：355-356，2002．

26）益子典子，林　孝文，勝良剛詞，杉田　公，土田恵

美子，笹本龍太，山ノ井忠良：歯科用材料を応用し

た小線源治療補助装具．日本放射線腫瘍学会第15回

学術大会，東京，2002年11月22日，日放腫会誌，14

（supplemet1）：43，2002．

【研究会発表】

１）益子典子，林　孝文，勝良剛詞，中島俊一：放射線

治療による口腔乾燥の緩和－オーラルバランスの使

用経験－．第16回放射線治療懇話会，長崎，2002年

10月16日．

２）勝良剛詞，林　孝文，益子典子，小林富貴子，小山

純市，中島俊一：照射後抜歯は患者に利益はある

か？．第16回放射線治療懇話会，長崎，2002年10月

16日．

摂食・嚥下障害学分野

【論文】

A. Igarashi, E.Arai, R.Watanabe, Y.Miyaoka, T.Tazawa,

H.Hirano, S.Nomura, Y.Yamada      

Comparison of physical properties of agar, low gel

strength agar and gelatin as supplementary food for

people with swallowing difficulty.

J. Texture Studies.33：285-295, 2002

Kazuharu Irie,ideyuki takeishi,ichi Tsuruga,Yasunori

Sakakura,Shuichi Nomura,Hidehiro Ozawa,Sadakazu

Ejiri,Toshihiko Yajima

Changes of Osteopontin Distribution and Matrix

Mineralization during Remodeling in Experiental Bone
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新潟大学歯学部附属病院における病診連携入院歯科治療

「病診連携研修会」

新潟県歯科医師会，新潟

2003年３月６日

植田　耕一郎

要介護高齢者の口腔ケアと摂食・嚥下リハビリテーショ

ンの実際

群馬県歯科医師会高齢者部会研修会

群馬県，2003年２月23日

植田　耕一郎

在宅歯科医療のあるべき姿を考える

東京医科歯科大学同窓会，東京

2003年２月９日

植田 耕一郎

摂食・嚥下障害と歯科

地域歯科保健講演会，新潟

2003年１月30日

植田 耕一郎

生涯美味しく食事をするために

第18回那覇市学校歯科保健大会，沖縄

2002年11月28日

植田　耕一郎

飲食に関するリハビリテーション

平成14年度小規模施設看護職員実務研修講演会，新潟

2002年11月16日

植田　耕一郎

一生満足な食生活を送るための健康法

長岡市市民公開講座，新潟

2002年10月13日

植田　耕一郎

気功でスッキリ健康教室

千葉市民公開講座，千葉

2002年９月29日

植田　耕一郎

要介護高齢者の食事と口のケア

新潟大学歯学部公開講座，新潟

2002年９月21日

植田　耕一郎

慢性疾患患者の口腔ケア

嚥下障害を治す

文光堂，東京

64-67, 2002

植田　耕一郎

食べる

新潟日報事業社，新潟

69-73, 2002

吉江　弘正，宮田　隆，植田　耕一郎

歯周病治療のストラテジー

医歯薬出版，東京

341-352, 2002

植田　耕一郎

2003今日の治療指針

医学書院，東京

1023-1024, 2002

植松　宏，稲葉　繁，渡辺　誠，植田　耕一郎

高齢者歯科ガイドブック

医歯薬出版，東京

248-275, 2002

【科学研究】

五十嵐 敦子

高齢者の咀嚼・嚥下機能保持に必要な食品の物性に関す

る基礎的研究

平成13年度～14年度科学研究費補助金（基盤C, ２３）

課題番号13672028

2003

【商業誌】

植田　耕一郎

廃用により発病する歯周疾患

老年歯学. 40（2）：55-60, 2002

植田　耕一郎

口腔ケアは歯科衛生士の最大の専門的な武器

デンタルハイジーン. 22（10）：886-888, 2002

植田　耕一郎

歯学部ニュース～生き甲斐のある長寿を目指して加齢歯

科診療室の試み～

新潟大学歯学部企画広報専門委員会.：１-３, 2002

【講演･シンポ】

豊里　晃
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田澤 貴弘, 野村 修一, 渡邊令子

自立した高齢者における口腔状態と食生活に関する調査

平成14年度新潟歯学会第２回例会，新潟

新潟歯学会雑誌, 32（2）：351, 2002

2002年11月９日

浅妻　真澄，渡部　守，五十嵐　敦子，加藤　直子，

野村　修一

primary Sjogren's Syndrome患者における唾液中TIMP-

１,２およびMMP-９量の検討

日本味と匂学会，鹿児島

日本味と匂学会誌2002

2002年10月13日

浅妻　真澄，渡部　守，五十嵐　敦子，野村　修一

primary Sjogren's Syndrome患者における唾液中TIMP-

１,２およびMMP-９量の検討

日本歯科基礎医学会，東京

歯科基礎医学会雑誌, 44（5）：444, 2002

2002年10月3日

豊里 晃, 染矢源治

高齢者において歯科用治療椅子上の体位変換が循環器に

及ぼす影響

日本歯科麻酔学会，東京

日歯麻誌, 30（4）：476, 2002

2002年９月20日

小森　祐子，杉田　佳織，植田　耕一郎

施設入所者の経管栄養に至る経緯に関する研究　～摂

食・嚥下リハ介入時期の検討～

第8回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，栃木

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌, 6（2）：

206, 2002

2002年９月６日

田村　栄，植田　耕一郎

ピンポイントを付与した義歯による舌訓練のこころみ

第8回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会，栃木

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌, 6（2）：

169, 2002

2002年９月６日

野村　章子，益子　典子，植田　耕一郎，福島　正義，

河野　正司

口底がん切除と放射線治療を受けた一症例における摂

食・嚥下リハビリテーションの効果

日本補綴歯科学会関越支部総会，新潟

第１回咀嚼と健康国際会議シンポジウム，神奈川

2002年９月18日

植田　耕一郎

嚥下障害について

平成14年度訪問看護士養成講演会，神奈川

2002年９月13日

植田　耕一郎

要介護高齢者に対する肺炎予防のためのリハビリテーシ

ョンと口腔ケア

第６回介護支援専門員口腔ケア講演会，埼玉

2002年８月１日

植田　耕一郎

咀嚼・嚥下障害と全身疾患の関連

介護保険対応講演会, 福島県

2002年７月27日

植田 耕一郎

市民公開講座食べることの不思議　～摂食・嚥下機能の

回復について～

在宅寝たきり者歯科保健推進事業，新潟

2002年７月18日

植田 耕一郎

かむことと食生活

新潟県栄養士協会講演会，新潟

2002年６月18日

植田 耕一郎

良い歯の集い

第35回武蔵野市市民公開講座，東京

2002年６月15日

植田 耕一郎

嚥下障害について

平成14年度訪問看護士養成講演会，神奈川

2002年４月26日

【学会発表】

Nomura S, Sugita K, Monya M, Asatuma M, Kato N,

Igarashi A：Clinical Features of Taste Disorder

Patients in our Gustatory Outpatient Clinic, China-

Japan Medical Conference 2002, Beijing（China）,

2002.11.3-6, Program & Abstract Book, Stomatology,

P44, 2002
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植田　耕一郎

摂食・嚥下障害と歯科

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会公認セミナー，

新潟

2002年５月25日

【講習会】

植田　耕一郎

摂食・嚥下障害患者の口腔ケア

新潟大学医学部付属病院第２外科研修会

対象者；医師，看護師

新潟，2003年３月５日

植田　耕一郎

中途障害における摂食・嚥下障害の対応

平成14年度摂食・嚥下セミナー

対象者；一般医療職，介護職

埼玉県，2002年12月15日

植田 耕一郎

摂食・嚥下障害患者の病態と口腔ケア

長崎市病診連携口腔ケアネットワークシステム構築事業

研修会

対象者；歯科医

長崎，2002年12月８日

植田　耕一郎

歯科衛生士が行う摂食・嚥下療法

介護保険対応歯科保健医療推進事業研修会

対象者；歯科衛生士

苫小牧，2002年11月23日

植田　耕一郎

在宅で行う肺炎予防と摂食・嚥下リハビリテーション

小田原保健福祉事務所在宅ケア研修会

対象者；ケアマネージャー

神奈川県，2002年11月18日

植田　耕一郎

開業医に必要な診査評価法について

第14回神奈川県摂食・嚥下障害歯科医療担当者研修会

対象者；一般医療職，介護職

神奈川県，2002年10月27日

植田　耕一郎

福井摂食・嚥下リハビリテーション講習会

対象者；一般医療職，介護職

福井県，2002年７月７日

日本補綴歯科学会雑誌, 46（5）：790, 2002

2002年８月４日

菅井　登志子，田巻　元子，浅妻　真澄，小森　祐子，

杉田　佳織，加藤　直子，田澤　貴弘，豊里　晃，植田

耕一郎，野村　修一

加齢歯科診療室における病院連携歯科治療の現状

新潟歯学会第1回例会，新潟市

新潟歯学会雑誌, 32（2）：132, 2002

2002年７月13日

加藤　直子，五十嵐　敦子, 野村　修一

老年社会学の歯学部教育への導入（2）

第21回日本歯科医学教育学会, 鶴見市

日歯教誌

2002年７月12日

豊里　晃，田澤　貴弘，浅妻　真澄，植田　耕一郎，

野村　修一

高齢者における歯科用ユニットでの体位変換時の血圧変

動

第13回日本老年歯科医学会，広島

老年歯学, 17（2）：218-219, 2002

2002年６月29日

【研究会発表】

植田　耕一郎

歯科が行う摂食・嚥下リハビリテーション　愛知県

中部摂食・嚥下リハビリテーション研究会, 

2002年11月24日

植田　耕一郎

嚥下障害患者の口腔ケア

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会公認セミナー，

佐賀

2002年11月19日

植田　耕一郎

嚥下障害のある患者の口腔ケア

国立療養所研究会，新潟

2002年９月27日

植田　耕一郎

脳卒中患者の口腔の特徴と摂食・嚥下リハビリテーショ

ンについて

脳卒中リハビリテーション研究会，東京

2002年９月25日



業績目録（平成14年度）

－149－

Quality of Life, 日本心療内科学会誌, ６（3），119-

122, 2002.

【科学研究費補助金】

１）染矢源治：術後の上気道障害の機能形態学的および

呼吸生理学的診断法の確立，平成14年度科学研究費

補助金, 基盤研究（C）（2），課題番号13672083, 2002

年．

２）瀬尾憲司：末梢性三叉神経損傷がおよぼす痛覚伝達

機構の可塑性変化に関する研究，平成14-16年度科

学研究費補助金，基盤研究（B）（2），課題番号

14370665，2002年.

３）田中　裕：自律神経系活動解析と疼痛閾値測定試験

による顎顔面口腔領域の口腔心身症診断の試み，平

成14-15年度科学研究費補助金，若手研究（B），課題

番号1471124，2002年.

【学会発表】

１）Kenji Seo, Naoshi Fujiwara,Genji Someya：

TESTOSTERONE GENERATES POSTNATAL

DEVELOPMENT OF TRIGEMINAL NOCICEPTIVE

RESPONSE IN THE RAT. 10th World Congress

on Pain, in San Diego USA,（1174-P90）August

17-22, 2002.

２）K. Seo, N. Fujiwara ,G. Someya：OPTICAL

IMAGING OF EXCITATION PROPAGATION IN

THE TRIGEMINAL CAUDALIS EVOKED BY

AFFERENT STIMULATION. 32nd Annual

meeting for Society of Neuroscience, Nov. ２-７, in

Orlando USA,（452.2），2002.

３）田中　裕，染矢源治，真島一郎，片桐敦子，村松公

美子，荒川正昭，下条文武，村松芳幸，宮岡　等，

櫻井浩治：口腔外科手術患者における不安・抑うつ

とSomatosensory Amplificationとの関連性の検討

（第２報），第43回日本心身医学会総会, 2002年５月

23-24日，東京都，心身医学，43（supplement），

145, 2002.

４）真島一郎，片桐敦子，田中　裕，斎藤　功，村松公

美子，宮岡　等，村松芳幸，下条文武：自覚症状と

他覚所見の解離－呼吸困難について－, 日本心身医

学会総会, 2002年５月23-24日, 東京都, 心身医学, 43

（supplement），74, 2002.

５）豊里 晃, 染矢源治：高齢者において歯科用治療椅子

上の体位変換が循環器に及ぼす影響, 第30回日本歯

科麻酔学会総会, 2002年９月19-20日, 東京都.日本歯

科麻酔学会雑誌, 30（4），78, 2002.

６）山崎由美子，瀬尾憲司，田中　裕，石井多恵子，岡

部香織，前川孝治，吉澤　薫，染矢源治：Nager症

植田　耕一郎

脳卒中患者の口の健康

米沢市歯科医師会訪問歯科保健研修会

対象者；歯科医

山形県，2002年６月22日

五十嵐　敦子
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